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論文内 1:. Eヨ容の要
〔目的7
臨床脳波検査において，精神運動発作をもってんかん患者の異常脳波を正確につかむことは， 他のてん
かん患者のそれにくらべて， 困難な乙とが多い。 それ故に， 精神運動発作の異常脳波賦活法は， Fuster 
と Gibbs 夫妻(1948) の睡眠賦活法以来，多くの臨床脳波研究者の関心を集めたが，臨床的に簡便で，す
ぐれた賦活法はいまだにない。また精神運動発作のうちには， 同じように側頭葉傾域に異常脳波を持ちな
がら臨床的には日勤症とか，精神発作とかの異なった症状を呈するものがあり， 乙れらを臨床脳波上，
区別することができない現状である。しかし，金子ら(1961) は，電気生理学的研究により， 猫において，
海馬，扇桃核の興奮性が imipramine (Nー (r-ジメチノレアミノプロピーノレ)ーイミノジベンジノレ塩酸塩，以
後 imip. と略す)によって，たかめられることを報告した。本研究は， これらの脳組織を合む側頭葉の異
常脳波賦活に， この imip. を応用し，他の賦活法との比較や，臨床発作用との関連を明らかにせんとする
ものである。対象は人(研究 1 )および動物(研究 ll) を用いた。
S 研究 I
〔方法〕
対象は最近 3 年間当科を受診した患者のうちで，精神運動発作を主症状とするてんかん患者42名 (白動
症35名，精神発作 7 名)精神運動発作以外のてんかん患者20名， てんかん以外の疾患で正常脳波を呈する
者12名，総計74名である。記録はインク書:き 12素子脳波計で，安静仰臥位，頭皮誘導にて行なった。賦活
は pentetrazol (10mgjkg を 5 分間)， chlorpromazine (0. 5mgjkg を15分間) , imip. (1. 5mgjkg を
15分間) , desmethyl-imipramine (1 .5mgjkg を15分間)等をそれぞれ静注する方法と， pentobarbital 
の内服による睡眠賦活法を行なった口原則として 1 週間に 1 種の賦活を行ない，その間， 治療剤は投与し
なかった。賦活効果有無の判定は， 賦活前後における単位時間中の異常脳波出頻度を比較し， 10096 以上
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の増加を示したものを有効例とした。
〔成績7
(1) imip. 賦活法では， 自動症患者35名のうち， 29名において側頭葉異常脳波が限局したままで， 頻度，
振巾を増大し， 3 名においては新たに側頭葉に異常脳波が出現した。 しかし， 3 名には変化を見なかっ
た口注射後， 1 名において自動症発作を惹き起したが，座轡発作に至った者はなかった口
(2) この白動症患者35名のうちで，他の賦活法と比較したものは延13名で， 側頭葉領域の異常波を限局
したまま賦活する点に関しては， imip. は 13名中 11名に有効であり， pentetrazol 賦活を行なった 9 名で
は限局性異常波に変化を見たものはなく， 発作性の汎発性異常放電を示すことが多かった。睡眠賦活を行
なった 8 名中 3 名に有効を認めた o chlorpromazine 法は 6 名中 1 名有効で， desmethyl-imipramine 法
では 3 名中 1 名が賦活された。
(3) 精神運動発作のうちで，頭皮脳波上同じ側頭葉領域に異常波を持ちながら， 臨床的に精神発作を呈
する患者 7 名において， imip. 賦活法を行なったところ， 7 名とも，異常脳波は賦活されなかった。
(4) 精神運動発作以外のてんかん患者20名(大発作10名，小発作 4 名， ミオクローヌ発作 2 名， ジャク
ソン型発作 4 名)におけるそれぞれの特徴的な異常脳波パターンに対して， imip. 法は， 大発作 1 名，
オクローヌス発作 2 名に対して有効であって，他には無効であった。
(5) てんかん以外の疾患で正常脳波を呈した12名においては， imip. はその脳波像にはほとんど影響し
なかった口
S 研究 E
側頭葉の新， 旧， 古皮質における限局性異常脳波におよぼす lmlp. の影響を観察するために猫で行な
っナこ口
〔方法〕
約 3kg の成猫をフラクセデノレにて無動化し， Jasper & Ajmone-Marsan の座標図に基づき，それぞれ
別個の猫で側頭葉新皮質，肩桃核，海馬に 1%硝酸ストリキニンを貼布又は注入して赫焦点を作り， 同部
位並びに他の部位からの脳波記録を行なって， imip. (25mg. 腹腔内)注射前後のストリキニン腕放電の変
動を観察した。
〔成績〉
(1) 扇桃核並びに海馬の腕放電は， imip. 対照に比し，注射後その出現頻度が著明に増加し， 10--15分
後には最高に達した。
(2) mid ectosylvian gyrus における線放電は， imip. の注射前後でその出現頻度に変化を示さなかっ
?こ一口
〔総括〕
(1) 自動症の側頭葉異常脳波は，他の賦活法よりも， imip. 賦活法によってその出現頻度を増大し， 精
神発作のそれは，変化を受けない。
(2) 猫における肩桃核， 海馬のストリキニン赫放電は， imip. ~こよりその出現頻度を増し， 側頭葉新皮
質のそれは，変化を受けない。
精神運動発作の異常焦点は， 自動症では扇桃核や海馬に多く，精神発作では新皮質に多いと考えられて
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いるが，通常の頭皮脳波検査では同じように側頭葉領域に異常脳波を呈して判別がつかない。しかし， 以
上のととより， これらの部位の異常脳波に対する imip. による賦活効果が異なり， 動物実験でもその差
が確かめられたととから，頭皮脳波上でもその焦点の所在を推論し得るものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
側頭葉領域に異常脳波を持ちながら， 臨床的に自動症とか精神発作とか異なった症状を呈するものがあ
るが，本研究はとれらの異常脳波賦活に， imi pramine および従来の賦活法を比較し， 臨床発作型との関
連を明らかにするために，人(1 )および猫 (n) を用いて研究したものである。
( 1 ) 対象は精神運動発作を主症状とするてんかん忠者42名(自動症35名， 精神運動発作 7 名)を用
い，対照として精神運動発作以外のてんかん忠者やてんかん以外の疾忠々者32名，総計74名を用いた。 自
動症患者の側頭葉領域の異常波を限局したまま賦活する点に関しては， imipramine が他の賦活法に比し
でもっとも有効であった。しかし同じような異常脳波をもっ精神発作患者では効果がなかった。
(n) 側頭葉の新，旧，古皮質に 1%硝酸ストリキニン焦点を作り， imipramine 投与前後の腕放電
の変化を観察した。旧，古皮質では投与後その出現頻度が著名に増加し， 新皮質の林放電は投与前後でそ
の出現頻度に変化がみられなかった。
精神運動発作の異常焦点は， 白動症では旧，古皮質に多く，精神発作では新皮質に多いと考えられてい
るが，本研究によりこれらの部位の異常脳波に対する imipramine の賦活効果が異なり，動物実験でもそ
の差が確かめられたことから， 頭皮脳波上でもその焦点の所在を推論し得ることを明らかにした優れた研
究であると認める。
